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海
洋
国
家
で
あ
る
我
が
国
に
と
っ
て
、
海
運
は
昔
か
ら
経
済
活
動
や

国
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な
輸
送
手
段
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
内
航
海

運
は
、
国
内
貨
物
輸
送
の
４
割
以
上
、
産
業
基
礎
物
資
の
８
割
を
担
う

基
幹
的
な
輸
送
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
旅
客
輸
送
に
つ
い
て
も
離
島
航
路

を
は
じ
め
と
し
て
人
々
の
生
活
基
盤
を
支
え
る
重
要
な
交
通
手
段
と
し

て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　

鉄
道
・
運
輸
機
構
で
は
長
年
に
わ
た
っ
て
船
舶
共
有
建
造
制
度
（
資

金
的
支
援
お
よ
び
技
術
的
支
援
）
を
通
し
て
国
内
海
運
を
支
え
る
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
当
機
構
の

第
３
期
中
期
計
画
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
環
境
対
策
、
物
流
の
効
率

化
、
離
島
航
路
の
整
備
等
の
国
内
海
運
政
策
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め

に
、
老
朽
船
の
代
替
建
造
を
促
進
し
、
政
策
意
義
の
高
い
船
舶
の
建
造

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

船
舶
共
有
建
造
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
内
海
運
業
界
に
携
わ
る

皆
様
に
と
っ
て
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度
に
す
る
た
め
毎
年
度
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
特
に
近
年
課
題
と
な
っ
て
い
る
船
員
の
高
齢

化
へ
対
応
す
る
た
め
、
平
成
27
年
度
よ
り
若
年
船
員
等
を
計
画
的
に
雇

用
す
る
事
業
者
が
建
造
す
る
船
舶
に
対
す
る
金
利
軽
減
措
置
を
創
設

し
、
ま
た
、
今
年
度
よ
り
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推
進
の
た
め
に
積
載
能
力

を
ア
ッ
プ
す
る
船
舶
等
を
高
度
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
船
と
位
置
付
け
、
金

利
軽
減
措
置
の
拡
充
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
６
月
、
国
土
交
通
省
（
内
航
海
運
活
性
化
検
討
会
）
に

お
い
て
内
航
海
運
に
つ
い
て
の
将
来
像
、
具
体
的
施
策
を
取
り
ま
と
め

た
「
内
航
未
来
創
造
プ
ラ
ン
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
当
機
構
か
ら
も

検
討
会
に
参
画
し
ま
し
た
が
、
そ
の
プ
ラ
ン
で
は
内
航
海
運
が
目
指
す

べ
き
将
来
像
で
あ
る
「
安
定
的
輸
送
の
確
保
」
と
「
生
産
性
向
上
」
の

実
現
に
向
け
、
船
舶
共
有
建
造
制
度
に
よ
る
円
滑
な
代
替
建
造
の
支
援

が
主
な
施
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
機
構
と
し
て
も
内

航
未
来
創
造
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
施
策
の
推
進
に
取
り
組
み
、
よ
り
使
い

勝
手
の
良
い
制
度
を
目
指
す
ほ
か
、今
後
も
内
航
海
運
の
グ
リ
ー
ン
化
、

離
島
航
路
整
備
、
船
員
対
策
等
の
国
の
政
策
課
題
、
世
の
中
の
動
き
や

国
内
海
運
業
界
に
携
わ
る
皆
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昭
和
34
年
６
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
船
舶
共
有
建
造
制
度
は
、
58
年
目

を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
４
０
０
０
隻
超
の
貨
物
船
・
旅
客
船
を
国
内
海
運

業
界
に
携
わ
る
皆
様
と
と
も
に
建
造
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
時

代
に
即
し
た
制
度
改
正
を
行
い
つ
つ
、
制
度
の
維
持
・
充
実
を
図
り
、
国

内
海
運
業
界
に
携
わ
る
皆
様
と
と
も
に
、
内
航
海
運
の
発
展
お
よ
び
我

が
国
の
国
民
生
活
・
経
済
活
動
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

巻頭言

船
舶
共
有
建
造
制
度
を
通
じ
た
国
内
海
運
の
支
援
　 

前 

鉄
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・
運
輸
機
構 
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朗
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宇
和
島
運
輸
の
創
立
は
明
治
17
年
で
、

今
年
12
月
で
創
立
１
３
３
周
年
と
な
り
、

国
内
有
数
の
老
舗
海
運
会
社
と
い
え
る
。

　

同
社
の
フ
ェ
リ
ー
は
昭
和
37
年
の
「
べ
っ

ぷ
丸
」
を
皮
切
り
に
10
隻
目
の
「
あ
か
つ

き
丸
」
ま
で
す
べ
て
鉄
道
・
運
輸
機
構
（
公

団
時
代
も
含
む
）
の
共
有
建
造
制
度
を
利

用
し
て
建
造
さ
れ
、
現
在
、
内
海
造
船
で

建
造
中
の
「
あ
け
ぼ
の
丸
」
が
11
隻
目
の

共
有
船
と
な
る
。

　

豊
後
水
道
を
結
ぶ
航
路
は
八
幡
浜
〜
別

府
、
八
幡
浜
〜
臼う
す

杵き

、
三
崎
〜
佐
賀
関
、
宿す
く

毛も

〜
佐
伯
の
4
航
路
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち

八
幡
浜
〜
別
府
ル
ー
ト
・
臼
杵
ル
ー
ト
に
宇

和
島
運
輸
の
フ
ェ
リ
ー
が
運
航
し
て
い
る
。

　

今
回
は
八
幡
浜
と
別
府
を
結
ぶ
フ
ェ

リ
ー
「
あ
か
つ
き
丸
」
に
乗
船
し
、
両
地
域

を
取
材
し
た
。

特集
　共有船レポート

四国と九州を結ぶ海道輸送の担い手、
宇和島運輸の「あかつき丸」
共有船舶建造支援部 建造促進課

湯
は
別
府

　

別
府
市
は
大
分
県
東
部
の
中
央
に
位
置

す
る
大
分
県
第
二
の
都
市
で
あ
る
。
温
泉
が

市
内
各
地
で
湧
出
し
、「
別
府
八
湯
」
と
い

わ
れ
る
八
つ
の
温
泉
地
（
別
府
、
浜
脇
、
観

海
寺
、
明み
ょ
う
ば
ん礬、
鉄か
ん
な
わ輪
、
芝
石
、
亀
川
、
堀
田
）

で
構
成
さ
れ
て
い
る
国
際
観
光
温
泉
文
化

都
市
で
あ
り
「
泉
都
」と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

湧
出
量
は
日
本
一
で
日
量
12
万
５
０
０
０
ℓ

を
誇
る
。
泉
質
も
他
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
多

様
で
あ
る
。

　
こ
の
日
、
八
湯
の
う
ち
の
別
府
駅
近
く
に

あ
る
別
府
温
泉
地
区
を
取
材
し
た
。
取
材

し
た
8
月
末
の
日
差
し
は
未
だ
強
烈
で
、
日

蔭
を
伝
い
歩
き
し
な
が
ら
地
図
を
片
手
に

行
き
つ
戻
り
つ
。

　

ま
ず
、
別
府
観
光
の
父
と
呼
ば
れ
る
万

歳
お
じ
さ
ん
「
油
屋
熊
八
」
の
像
が
駅
前
で

出
迎
え
。
熊
八
さ
ん
は
湯
布
院
の
礎
い
し
ず
えも
築

い
た
人
だ
と
い
う
。

レ
ト
ロ
な
街
並
み

　

駅
前
の
本
通
り
を
2
分
ほ
ど
歩
く
と
、

近
代
的
な
街
並
み
の
一
角
に
レ
ト
ロ
感
溢
れ

る
和
洋
折
衷
の
建
物
が
あ
る
。
こ
れ
が
「
駅

前
高
等
温
泉
」
と
い
う
名
前
も
ユ
ニ
ー
ク
な

銭
湯
だ
。
入
り
口
に
あ
つ
湯
、
ぬ
る
湯
と
書

か
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
海
に
向
か
っ
て
歩
く

と
、や
よ
い
商
店
街
に
行
き
当
た
り
、奥
ま
っ

■ 全　　長／ 116.5 ｍ　
■ 全　　幅／ 16.0 ｍ
■ 総トン数／ 2,538 トン
■ 航海速力／ 20.2 ノット
■ 旅客定員／ 586名
■ 車両搭載能力／乗用車 145台
■ 航　　路／八幡浜～別府（片道 2時間50分）
■ 旅客運賃／ 3,100 円（2等）

　「あかつき丸」の主要目

別府
大分

臼杵

宇和島

八幡浜

大分県

愛媛県

高
知
県

三崎
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た
所
に
あ
る
の
が
迫
力
満
点
、
商
店
街
の
シ

ン
ボ
ル
「
や
よ
い
天
狗
」。
元
々
、
火
災
厄

除
け
の
神
輿
と
し
て
造
ら
れ
た
も
の
と
の
こ

と
。

　

流
川
通
り
と
竹
瓦
温
泉
と
を
結
ぶ
の

が
「
竹
た
け
が
わ
ら瓦
小こ
う
じ路
ア
ー
ケ
ー
ド
」。
大
正
10
年

に
完
成
し
た
現
存
す
る
日
本
最
古
の
ア
ー

ケ
ー
ド
で
平
成
21
年
に
近
代
化
産
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
。
通
り
の
両
側
に
は
2
階

建
て
の
棟む
ね
わ
り割
長
屋
が
並
ぶ
。
ス
ナ
ッ
ク
が
今

も
営
業
し
て
い
る
様
子
で
興
味
津
々
。

　

竹
瓦
温
泉
が
明
治
12
年
に
建
て
ら
れ
た

当
時
は
竹
屋
根
葺ぶ

き
で
、
そ
の
後
の
改
築

で
瓦
屋
根
に
葺
き
替
え
ら
れ
た
た
め
こ
の
名

が
付
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
砂
湯
も
併

設
さ
れ
て
お
り
、
浴
衣
を
着
て
砂
の
上
に
横

た
わ
る
と
温
泉
で
温
め
た
砂
を
か
け
て
く
れ

る
。
平
成
16
年
に
登
録
有
形
文
化
財
と
し

て
登
録
さ
れ
た
。

　

別
府
タ
ワ
ー
は
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
、
大

駅前高等温泉

竹瓦温泉

やよい商店街のシンボル「やよい天狗」流川通りと竹瓦温泉を結ぶ竹瓦小路アーケード

別府駅前で出迎える「油屋熊八」像

別府タワー

別府温泉の湯けむり

【別府へのアクセス】
●東京より： （飛行機＋バス利用）
　羽田空港→大分空港→ JR別府駅　約３時間
●福岡より :（JR利用）博多駅→小倉駅→別府駅  約２時間

特集：共有船レポート「あかつき丸」 

別
府
市
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阪
通
天
閣
に
次
い
で
、
昭
和
32
年
に
建
て
ら

れ
た
高
層
タ
ワ
ー
。
高
さ
90
ｍ
。
元
々
は
１

０
０
ｍ
だ
っ
た
が
、
ア
ン
テ
ナ
な
ど
を
取
り

外
し
た
た
め
10
ｍ
縮
ん
だ
。
秒
速
１
６
０
ｍ

の
台
風
に
も
耐
え
う
る
構
造
に
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
。
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
別
府
名
物

の
湯
け
む
り
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
府
国
際
観
光
港
に
て

　

市
内
か
ら
別
府
国
際
観
光
港
へ
バ
ス
で

移
動
。
宇
和
島
運
輸
別
府
支
店
に
清
水
莊

一
常
務
を
訪
ね
て
話
を
伺
っ
た
。
共
有
建
造

制
度
に
つ
い
て
清
水
常
務
は
「
長
期
固
定
金

利
が
魅
力
。
た
だ
、
建
造
申
し
込
み
の
際

の
提
出
書
類
が
以
前
に
比
べ
少
な
く
な
っ
た

が
、
ま
だ
銀
行
よ
り
は
多
い
。
既
存
の
共
有

事
業
者
に
は
、
も
う
少
し
簡
略
化
し
て
ほ
し

い
」
と
の
ご
意
見
を
頂
い
た
。
昨
年
4
月
に

発
生
し
た
熊
本
地
震
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

「
直
後
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
乗
用
車

は
例
年
の
半
分
に
減
少
。
一
番
お
客
様
の
集

中
す
る
時
期
だ
っ
た
の
で
影
響
は
大
き
か
っ

た
。
幸
い
、
現
在
は
例
年
並
み
に
回
復
し
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

　

午
後
3
時
50
分
、
定
刻
通
り
「
あ
か
つ

き
丸
」
が
到
着
。
乗
客
が
次
々
に
下
船
。

同
時
に
車
両
も
一
斉
に
目
的
地
に
向
か
う
。

　

早
め
に
乗
船
し
て
、
猪
崎
勝
広
船
長
か

ら
話
を
聞
く
。「
こ
の
船
で
3
年
、
竣
工
し

た
当
初
か
ら
乗
っ
て
い
る
。
船
員
は
当
社
4

隻
所
有
の
各
船
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

社
船
の
仕
様
は
船
に
よ
っ
て
若
干
違
う
が
、

総
合
的
に
み
て
本
船
の
操
船
性
は
良
い
」。

船
員
は
「
甲
板
部
、
機
関
部
、
事
務
部
の

常
時
13
人
が
乗
船
。
20
代
の
若
い
船
員
も

多
い
。
出
身
は
愛
媛
県
が
3
分
の
2
で
九

州
が
3
分
の
1
」。
現
在
建
造
中
の
「
あ
け

ぼ
の
丸
」
の
艤＊
ぎ
そ
う装
工
事
に
つ
い
て
同
船
を
担

当
す
る
船
長
を
は
じ
め
甲
板
、
機
関
の
メ
ン

バ
ー
が
約
4
カ
月
間
立
ち
会
う
と
の
こ
と
。

船
内
散
策

　

出
港
前
に
船
内
撮
影
を
済
ま
せ
る
こ
と

に
し
た
。
3
年
前
に
竣
工
し
た
「
あ
か
つ
き

丸
」
だ
が
、
非
常
に
手
入
れ
が
行
き
届
い
て

お
り
、新
造
船
の
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

入
港
か
ら
次
の
出
航
ま
で
が
長
く
て
60
分
、

便
に
よ
っ
て
は
30
分
ほ
ど
し
か
な
く
、
乗
組

員
が
行
う
清
掃
作
業
は
時
間
と
の
闘
い
と

な
る
。

　

客
室
は
2
階
と
3
階
。
2
階
に
は
カ
ー

ペ
ッ
ト
敷
き
の
2
等
客
席
と
売
店
や
自
動

販
売
機
を
設
置
。
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
う
ど
ん
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。
ま

た
、
ソ
フ
ァ
ー
席
が
在
来
船
に
比
べ
て
増
設

さ
れ
、
女
性
専
用
席
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
特
に
高
齢
者
に
配
慮

し
て
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
装
備
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
充
実
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
本
船
で
は
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
が

ゆ
っ
く
り
休
め
る
よ
う
に
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ

ル
ー
ム
が
個
室
化
さ
れ
た
。
3
階
は
特
等

客
室
が
1
部
屋
、
1
等
客
室
が
6
部
屋
と

別府港にある宇和島運輸別府支店

宇和島運輸の清水莊一常務

「あかつき丸」から次々と下船する乗客と車両

＊艤装工事：船体が完成した後、航行に必要な種々の整備を船に施すこと。

「あかつき丸」の
猪崎勝広船長

桟橋に着岸する「あかつき丸」
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特集：共有船レポート「あかつき丸」

３６

１４７

２５８

エントランスホール
ソファー席
2等客席
ドライバーズ個室
特等客室
1等客室
イートインスペース
うどんコーナー

１
２
３
４
５
６
７
８

船内施設

2
等
客
席
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
客
室
照

明
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
採
用
し
、
ラ
ウ
ン
ジ
や
通
路

に
間
接
照
明
を
用
い
て
高
級
感
を
演
出
し

て
い
る
。

　
「
あ
か
つ
き
丸
」
の
旅
客
ス
ペ
ー
ス
の
充

実
ぶ
り
は
、
車
両
運
送
の
割
合
が
高
い
八

幡
浜
〜
臼
杵
ル
ー
ト
に
比
べ
て
旅
客
の
需
要

が
多
い
当
ル
ー
ト
の
特
徴
に
対
応
し
た
も

の
。

　

船
型
は
双
胴
型
船
尾
を
採
用
し
、
船
尾

フ
ィ
ン
を
装
備
。
さ
ら
に
特
殊
装
置
を
採
用

し
て
操
船
性
能
の
向
上
を
図
っ
た
。

四
国
に
上
陸

　

船
は
定
刻
に
出
港
。
八
幡
浜
港
ま
で
3
時

間
弱
の
船
旅
で
あ
る
。
海
は
静
か
で
、
ま
た

船
体
の
横
揺
れ
を
軽
減
す
る
装
置
の
効
果
も

相
ま
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
揺
れ
は
感
じ
な
い
。

　

別
府
湾
を
東
へ
向
か
う
。
左
に
大
分
空

港
が
あ
る
国く
に
さ
き東
半
島
、
右
に
は
大
分
の
市

街
地
。
少
し
進
む
と
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
分
製
油
所
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
南
日
本

造
船
の
ド
ッ
ク
が
あ
り
、
建
造
中
の
自
動
車

専
用
船
が
か
す
か
に
確
認
で
き
た
。
日
本
一

細
長
い
四
国
最
西
端
の
佐
田
岬
沖
を
し
ば

ら
く
進
む
と
日
没
を
迎
え
、
今
ま
さ
に
沈
ま

ん
と
す
る
夕
日
に
向
か
っ
て
懸
命
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
る
。

　

す
っ
か
り
暗
く
な
っ
た
午
後
7
時
半
、
八

幡
浜
港
に
到
着
し
た
。

八幡浜港に入港する「あかつき丸」

日本一細長い四国最西端の佐田岬沖に沈む夕陽



恵
ま
れ
た
自
然

　

宇
和
島
運
輸
本
社
が
あ
る
八
幡
浜
市
は

愛
媛
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、
北
に
伊
予

灘
、
西
に
宇
和
海
を
望
む
。

　

港
に
は
西
日
本
有
数
の
魚
市
場
で
あ
る

「
ど
ー
や
市
場
」
が
あ
り
、
ま
た
日
本
一
と

い
わ
れ
る
ミ
カ
ン
の
産
地
と
し
て
も
知
ら

れ
る
。
明
治
時
代
に
は
四
国
の
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
鉱
業
、
海
運
業
、
紡

績
業
な
ど
が
栄
え
、
四
国
で
一
番
早
く
電
燈

が
灯
っ
た
の
も
、
愛
媛
県
下
で
最
初
の
銀
行

が
開
業
し
た
の
も
こ
の
地
で
あ
っ
た
。

ま
ち
な
み
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

八
幡
浜
市
は
市
内
に
残
る
伝
統
的
な
建

造
物
を「
八
幡
濱
ま
ち
な
み
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

と
し
て
保
存
し
て
い
る
。
白
壁
や
羽
目
板
を

張
っ
た
壁
を
持
つ
2
階
建
て
の
建
物
が
多

く
、
こ
の
一
角
を
散
策
す
る
こ
と
で
往
時
を

し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
八
幡
浜
の
地
名
の
由
来
と
な
っ
た
八

幡
神
社
へ
向
か
う
。
八
幡
浜
と
は
「
八
幡
大

神
の
鎮
座
す
る
海
浜
の
集
落
」を
意
味
す
る
。

養
老
元
（
７
１
７
）
年
に
創
建
さ
れ
、
一
説

に
よ
る
と
日
本
に
約
4
万
５
０
０
０
社
あ
る

八
幡
社
の
中
で
4
番
目
に
古
い
と
さ
れ
る
。

　

次
に
向
か
っ
た
の
が
坂
本
歯
科
医
院
。
こ

こ
は
建
物
も
趣
が
あ
る
が
、
見
も
の
は
彫
塑

家
と
和
尚
さ
ん
の
合
作
で
出
来
上
が
っ
た
看

八幡浜市にある宇和島運輸本社
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西日本最大の魚市場である「どーや市場」

板
。
素
材
は
宇
和
檜ひ

の
き。

特
に
歯
の
文
字
は

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
で
あ
る
。

　

坂
本
歯
科
医
院
か
ら
西
に
進
み
最
初
の

路
地
を
北
に
歩
く
と
菊
池
邸
が
あ
る
。
28

歳
に
し
て
八
幡
浜
町
長
に
就
任
し
、
大
正

7
年
の
米
騒
動
の
難
局
を
収
め
る
な
ど
の

実
績
を
残
し
た
菊
池
清
治
氏
の
自
宅
。
こ

の
地
区
の
古
い
邸
宅
建
築
の
特
徴
と
し
て
、

庇ひ
さ
しな
ど
の
突
出
部
分
を
支
え
る
た
め
の
補

強
材
で
あ
る
「
持
ち
送
り
」
を
取
り
付
け

る
こ
と
が
多
く
、
各
家
は
そ
れ
ぞ
れ
意
匠
を

凝
ら
し
て
い
る
。
菊
池
邸
の
そ
れ
は
1
枚
板

で
作
ら
れ
、
彫
り
も
凝
っ
て
い
る
。
菊
池
邸

の
前
を
進
む
と
鍋
重
商
店
で
、
元
々
旅
館
と

し
て
創
業
し
た
建
物
。
こ
こ
の
「
持
ち
送
り
」

は
欅け
や
きで
、
火
除
け
と
思
わ
れ
る
水
模
様
の
彫

刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。
少
し
西
の
角
に
「
舟

つ
な
ぎ
石
」
が
あ
る
。
か
つ
て
は
こ
の
辺
り
が

船
を
係
留
す
る
岸
壁
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

人
の
手
で
時
間
を
か
け
て
埋
め
立
て
て
い
っ
た

先
人
の
苦
労
が
し
の
ば
れ
る
。

　

四
国
と
九
州
間
に
飛
行
機
も
飛
ん
で
い

る
が
、
フ
ェ
リ
ー
の
利
便
性
、
経
済
性
に
は

及
ぶ
べ
く
も
な
い
。
加
え
て
快
適
性
も
ま
す

ま
す
向
上
し
て
い
る
。
今
回
の
取
材
で
「
海

道
」
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
入
出
港
の
多
忙
な
時
間
に
快

く
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
き
、
な
お
か
つ
船

内
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
宇
和
島
運
輸
の

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

JR 八幡浜駅　別府連絡の表示が目立つ 懐かしい雰囲気の路地を通り駅へ向かう



9  鉄道・運輸機構だよりNo.55 2017 Autumn  

【八幡浜へのアクセス】
●東京より：（飛行機＋バス利用＋ JR利用）
　羽田空港→松山空港→ JR松山駅→ JR八幡浜駅　
　約4時間

八
幡
浜
市

特集：共有船レポート「あかつき丸」

八幡神社

鍋重商店舟つなぎ石

菊池邸。意匠を凝らした「持ち送り」 坂本歯科医院

■ 全　　長／ 121.4 ｍ　
■ 全　　幅／ 16ｍ
■ 総トン数／ 2,700 トン
■ 航　　路／八幡浜～臼杵
　　　　　　 （片道 2時間 25分）

　「あけぼの丸」の主要目

■ 航海速力／ 19.5 ノット
■ 旅客定員／ 546名
■ 車両搭載能力／乗用車 160台

　９月７日、宇和島運輸との共有船「あけぼの丸」が、内海
造船瀬戸田工場にて進水致しました。当日は、進水式見学ツ
アー客や地元住民、幼稚園児等、1,000 人余りの方々に見守
られる中、華々しく式典が行われました。
　本船は、今後、同造船所にて艤装工事を行い、本年 12月
18日より「八幡浜～臼杵航路」に就航予定となっています。

祝・共有船「あけぼの丸」進水！

ユーモアたっぷりの「歯」の文字
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CLOSE-UP
鉄道・運輸機構の取り組み

評価の
方法

　年度評価は、５段階評価（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）による「項目別評定」と記述および項目別評
定に基づく「総合評定」（５段階評価）から構成されています。
　なお、５段階評価の判断基準は、中期計画における所期の目標の達成状況に応じておおむね以
下の通りとなっています。

■５段階評価の判断基準

評価の
結果

　平成 28年度業務実績評価および第 3期中期目標期間（見込評価）の「項目別評定」
および「総合評定」の結果は、以下の通りです。

■平成 28年度業務実績評価および第３期中期目標期間評価（見込評価）

平成28年度の業務実績評価と
第３期中期目標期間の評価（見込評価）について

国際・企画部 企画課
　

独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
機
構
は
、
平
成
29
年
６
月
末

に
「
平
成
28
年
度
業
務
実
績
等
報
告
書
」

を
国
土
交
通
大
臣
へ
提
出
し
、
国
土
交

通
省
に
お
け
る
業
務
実
績
評
価
の
検
討

を
経
て
、
こ
の
た
び
「
平
成
28
年
度
業

務
実
績
評
価
」
の
通
知
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
第
３
期
中
期
目
標

期
間
（
平
成
25
年
度
〜
平
成
29
年
度
）

の
最
終
年
度
に
あ
た
る
た
め
、「
第
３

期
中
期
目
標
期
間
業
務
実
績
等
報
告
書

（
見
込
）」
を
国
土
交
通
大
臣
へ
提
出
し
、

同
じ
く
国
土
交
通
省
に
お
け
る
業
務
実

績
評
価
の
検
討
を
経
て
、「
第
３
期
中

期
目
標
期
間
評
価
（
見
込
評
価
）」
の

通
知
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
評
価
で
は
、「
項
目
別

評
価
」
に
お
い
て
「
船
舶
共
有
建
造
業

務
に
お
け
る
財
務
内
容
の
改
善
」
が
Ａ

評
価
を
受
け
、
第
３
期
中
期
見
込
評
価

で
は
「
整
備
新
幹
線
整
備
事
業
」、「
船

舶
共
有
建
造
業
務
に
お
け
る
財
務
内
容

の
改
善
」
が
Ａ
評
価
を
受
け
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

総合評定

1 項目 25 項目

2 項目 25 項目

評
定
理
由

平成28年度
業務実績
評価

第3期中期
目標期間評価
（見込評価）

評
定
理
由

項目別評定

A評価 B評価

項目別評定は一部がＡであるものの、全般的にＢ評定が大多数を占めており、
また全体の評定を引き下げる事象もなかったため、国土交通省等の評価基準に
基づきＢとした。

項目別評定は一部がＡであるものの、全般的にＢ評定が大多数を占めており、
また全体の評定を引き下げる事象もなかったため、国土交通省等の評価基準に
基づきＢとした。

Ｂ：中期目標における所期の目標が達成していると認められる。

Ｂ：中期目標における所期の目標が達成していると認められる。

法人の活動により、中期
計画における所期の目標
を量的および質的に上回
る顕著な成果が得られて
いると認められる。

法人の活動により、中期
計画における所期の目標
を上回る成果が得られて
いると認められる。

中期計画における所期の
目標を達成していると認
められる。

中期計画における所期の
目標を下回っており、改
善を要する。

中期計画における所期の
目標を下回っており、業
務の廃止を含めた抜本的
な改善を求める。
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鉄
道
建
設
等
業
務
〈
整
備
新
幹
線
整
備
事
業
〉　

北
陸
新
幹
線
（
長
野
・
金
沢
間
）
に
つ

い
て
は
、
中
期
計
画
の
目
標
と
し
て
い
る

平
成
26
年
度
末
（
平
成
27
年
３
月
14
日
）

に
開
業
し
た
。

　

北
海
道
新
幹
線
（
新
青
森
・
新
函
館

北
斗
間
）
に
つ
い
て
は
、
中
期
計
画
の
目

標
と
し
て
い
る
平
成
27
年
度
末
（
平
成
28

年
３
月
26
日
）
に
開
業
し
た
。

　

北
海
道
新
幹
線
（
新
函
館
北
斗
・
札

幌
間
）
に
つ
い
て
は
、
完
成
に
至
る
ま
で

の
全
体
工
程
を
踏
ま
え
、
地
元
協
議
・
中

心
線
測
量
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ト
ン

ネ
ル
等
の
路
盤
工
事
の
進
捗
を
図
っ
て
い

る
。

　

北
陸
新
幹
線
（
金
沢
・
敦
賀
間
）
お
よ

び
九
州
新
幹
線
（
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
）

に
つ
い
て
は
、
完
成
に
至
る
ま
で
の
全
体

工
程
を
踏
ま
え
、
地
元
協
議
・
中
心
線
測

量
・
用
地
取
得
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、

ト
ン
ネ
ル
、
橋
り
ょ
う
、
高
架
橋
等
の
路

盤
工
事
の
進
捗
を
図
っ
て
い
る
。

　

機
構
は
平
成
26
年
度
末
に
北
陸
新
幹
線

（
長
野
・
金
沢
間
）
の
鉄
道
施
設
、
ま
た

平
成
27
年
度
末
に
は
北
海
道
新
幹
線
（
新

青
森
・
新
函
館
北
斗
間
）
の
鉄
道
施
設
を

完
成
さ
せ
た
。
両
新
幹
線
と
も
、
複
数
の

自
治
体
と
営
業
主
体
を
跨
ぐ
巨
大
イ
ン
フ

ラ
事
業
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
開
業
直
後
か

ら
、
開
業
前
年
同
時
期
の
旅
客
が
大
き
く

増
加
す
る
な
ど
、
国
民
経
済
の
発
展
お
よ

び
国
民
生
活
領
域
の
拡
大
並
び
に
地
域
の

北陸新幹線（長野・金沢間）　白山総合車両所
（施工中当時）

北陸新幹線 (長野・金沢間 )走行試験の状況

第３期
見込評価

AA
評 価

評

価

理

由

北陸新幹線
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CLOSE-UP
鉄道・運輸機構の取り組み

振
興
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
建
設
中
に
は
東
日
本
大
震
災

の
発
生
に
よ
り
、
資
材
の
納
入
が
滞
る
な

ど
、
遅
れ
が
生
じ
た
が
、
代
替
品
の
使
用

や
施
行
可
能
な
工
区
と
柔
軟
に
調
整
を
す

る
こ
と
で
工
期
の
短
縮
を
行
う
一
方
で
、

同
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
東
北
新
幹
線
の

復
旧
工
事
の
た
め
、
北
陸
新
幹
線
で
使
用

し
て
い
た
軌
道
工
事
車
両
等
を
貸
し
出
す

な
ど
、
早
期
復
旧
に
協
力
し
な
が
ら
も
、

無
事
、計
画
通
り
に
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。

　

ま
た
、
両
新
幹
線
と
も
工
事
が
極
め
て

困
難
な
区
間
が
あ
る
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
も
、
機
構
は
、
難
題
を
解
決
す
る
た
め
、

創
意
工
夫
や
新
た
な
技
術
開
発
を
行
い
、

ま
た
、
そ
の
建
設
技
術
等
が
学
会
等
の
表

彰
を
数
多
く
受
け
て
お
り
、
機
構
の
対
応

力
の
高
さ
を
示
し
て
お
り
、
評
価
に
値
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
金
沢
駅
や
新
函
館
北
斗
駅
に
つ

い
て
は
地
方
公
共
団
体
と
の
調
整
を
密
に

し
、
機
能
性
の
み
な
ら
ず
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
駅
を
完
成
さ
せ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
成
果
は
機
構
の
持
つ
高
い

技
術
力
の
み
な
ら
ず
、
柔
軟
な
応
用
力
、

厳
し
い
工
程
管
理
に
よ
り
初
め
て
可
能
と

な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
独
立
行
政
法
人
と

し
て
、
こ
の
よ
う
な
能
力
を
高
い
水
準
で

維
持
し
、
国
民
の
要
請
に
対
し
て
応
え
た

こ
と
は
、
所
期
の
目
的
を
大
き
く
上
回
る

成
果
を
得
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の

で
Ａ
評
価
と
し
た
。

北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）　軌道工事状況
（施工中当時）

北海道新幹線 (新青森・新函館北斗間 )走行試験の状況

北海道新幹線
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信
用
ラ
ン
ク
下
位
の
事
業
者
へ
の
重

点
的
な
債
権
管
理
体
制
を
引
き
続
き
実

施
す
る
等
、
未
収
金
の
新
規
発
生
防
止

お
よ
び
未
収
金
発
生
の
最
小
化
を
図
っ

た
結
果
、
未
収
発
生
率
は
平
成
28
年
度

で
０
・
13
％
、
第
三
期
中
期
目
標
期
間

中
で
０
・
04
％
と
な
り
、
中
期
計
画
に

定
め
る
数
値
目
標
１・３
％
以
下
を
引
き

続
き
維
持
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

未
収
金
残
高
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
計
画
の
策
定
お
よ
び
回
収
強

化
等
、
未
収
金
の
発
生
防
止
・
回
収
強

化
に
努
力
し
た
結
果
、
中
期
計
画
目
標

値
で
あ
る
31
億
円
を
下
回
る
８
億
円
と

な
っ
た
。

　

繰
越
欠
損
金
に
つ
い
て
は
、
繰
越
欠

損
金
削
減
計
画
に
基
づ
い
た
取
り
組
み

を
引
き
続
き
実
施
し
た
結
果
、
平
成
28

年
度
は
51
億
円
、
第
三
期
中
期
目
標
期

間
中
は
１
８
７
億
円
の
当
期
総
利
益
を

計
上
し
た
こ
と
で
、
繰
越
欠
損
金
は
同

額
減
少
し
た
。

船
舶
共
有
建
造
業
務
に
お
け
る

財
務
内
容
の
改
善

〈
平
成
28
年
度
評
価
・
第
３
期
見
込
評
価
〉

　

中
期
目
標
に
お
け
る
未
収
金
発
生
率
を

１・３
％
以
下
と
す
る
目
標
を
設
定
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
平
成
25
年
度
か
ら
28
年
度
の

平
均
未
収
金
発
生
率
は
０
・
04
％
と
な
り
、

中
期
目
標
の
目
標
値
を
大
幅
に
上
回
っ
て

い
る
。　

　

ま
た
未
収
金
残
高
に
関
し
て
も
、
年
々

減
少
が
見
ら
れ
、
目
標
額
31
億
円
を
大
き

く
下
回
る
８
億
円
と
な
り
、
残
高
が
抑
制

さ
れ
て
い
る
。

　

繰
越
欠
損
金
に
関
し
て
も
、 

１ 

８ 

７
億

円
の
当
期
利
益
を
計
上
し
た
こ
と
で
、
繰

越
欠
損
金
は
同
額
減
少
し
、
財
務
内
容
の

改
善
が
見
ら
れ
た
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
中
期
目
標
に

お
け
る
所
期
の
目
標
を
上
回
る
成
果
が
見

込
ま
れ
る
と
し
て
Ａ
と
し
た
も
の
。

最近竣工した共有船

平成28年度評価
第３期見込評価

AA
評 価

評

価

理

由
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国内最長の
鉄道陸上トンネルに挑む
平成42年度末の完成を目指して、
いよいよ工事が本格化する北海道新幹線新函館北斗・札幌間。
先陣を切って、平成26年から村山トンネルの本坑掘削を開始した北斗鉄道建設所は、
新線区間の建設と開業区間の整備双方を担当している。
多種多様な作業をこなす現場を取材し、
プロフェッショナルな取り組みをレポートする。

文・写真：栗原 景（フォトライター）

鉄道・運輸機構だよりNo.55  2017 Autumn 14

北海道新幹線建設局 北斗鉄道建設所

▶▶北海道新幹線

最前線の切羽で、掘削した土砂を
油圧ショベルが除去。砂が多く切
羽が崩れやすい場合は、事前に砂
を固める補助工法を行う
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渡
島
ト
ン
ネ
ル
と
一
体
化
が
決
ま
っ
た

村
山
ト
ン
ネ
ル

　

木
古
内
駅
か
ら
六
つ
め
の
万
太
郎
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

る
と
、
北
海
道
新
幹
線
「
は
や
ぶ
さ
」
は
平
野
に
出
た
。

車
窓
右
手
か
ら
、
函
館
山
が
近
づ
く
。
北
海
道
に
来
た

と
実
感
す
る
瞬
間
だ
。

　

列
車
は
左
に
大
き
く
カ
ー
ブ
し
て
、現
在
の
終
着
駅
、

新
函
館
北
斗
駅
に
到
着
。
連
絡
通
路
か
ら
、
高
架
橋
の

向
こ
う
に
工
事
現
場
が
見
え
た
。
札
幌
へ
向
け
、
平
成

42
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
建
設
工
事
が
進
む
、
北

海
道
新
幹
線
・
村
山
ト
ン
ネ
ル
だ
。

　

村
山
ト
ン
ネ
ル
は
、
新
函
館
北
斗
駅
を
発
車
し
た
列

車
が
最
初
に
入
る
ト
ン
ネ
ル
だ
。
平
成
26
年
８
月
に
、

新
設
区
間
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
本
坑
の
掘
削
が
始
ま
っ

た
。
だ
が
、
平
成
28
年
７
月
、
線
路
勾
配
が
変
更
さ
れ

て
次
の
渡お

島し
ま

ト
ン
ネ
ル
と
一
体
化
す
る
こ
と
が
決
定
。

村
山
ト
ン
ネ
ル
は
渡
島
ト
ン
ネ
ル
に
編
入
さ
れ
、
全
長

３
万
２
６
７
５
ｍ
と
、
国
内
最
長
の
鉄
道
陸
上
ト
ン
ネ

ル
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
当
初
は
、
橋
り
ょ
う
や
高
架
橋
で
つ
な
ぐ
計
画
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
大
規
模
な
斜
面
対
策
が
必
要
と

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
地
下
か
ら
顔
を
出
さ
ず
に

通
す
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

村
山
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
を
担
当
す
る
、
北
斗
鉄
道
建

設
所
所
長
の
玉
井
達
毅
さ
ん
が
説
明
し
て
く
れ
た
。
北

陸
新
幹
線
最
長
の
飯
山
ト
ン
ネ
ル
や
、
新
工
法
Ｓ
Ｅ
Ｎ

Ｓ
を
採
用
し
た
北

海
道
新
幹
線
・
津

軽
蓬よ
も
ぎ
た田
ト
ン
ネ
ル

な
ど
を
担
当
し
て

き
た
、
ト
ン
ネ
ル
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
だ
。

　
「
当
建
設
所
は
、

渡
島
当
別
ト
ン
ネ

ル
内
の
新
青
森
起

▶▶北斗鉄道建設所

■北斗鉄道建設所担当区間

 

函館

五稜郭

大沼

八雲
東室蘭

室蘭
森

小樽

札幌駅

新八雲駅
（仮称）

新函館北斗駅

奥津軽
いまべつ駅

長万部

村山トンネル

長万部駅

新小樽駅
（仮称）

倶知安駅

木古内

建設中の路線
既開業路線

村山トンネルの本坑入口。渡島トンネルへの編入が決まったが、発注の関係で
工事中は「村山トンネル」の名前が残る

初めて北海道で暮らし、雄大な自然に驚い
たという玉井所長。家族を連れていろいろ
な場所を訪れてみたいとのこと

本坑入口からは、前方の木々の向こうに新函館北斗駅の連絡通路が見える
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点
１
２
５・５
１
０
㎞
地
点
か
ら
、
新
函
館
北
斗
駅
を

経
て
１
７
２・６
６
０
㎞
地
点
ま
で
、
47
・
１
５
０
㎞
を

管
轄
し
て
い
ま
す
。
特
徴
は
、
開
業
区
間
と
新
設
区
間

に
ま
た
が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
新
設
区
間
は
ほ
と
ん

ど
が
ト
ン
ネ
ル
で
、
村
山
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
渡
島
ト
ン

ネ
ル
の
５
工
区
を
担
当
し
て
い
ま
す
」

　

早
速
、
玉
井
所
長
の
案
内
で
村
山
ト
ン
ネ
ル
の
工
事

現
場
を
訪
れ
た
。
大
野
平
野
の
北
端
に
位
置
し
、
坑
口

か
ら
は
新
幹
線
と
平
野
を
一
望
で
き
る
。
振
り
返
る
と
、

駒
ケ
岳
の
頂
上
も
ち
ら
り
と
見
え
た
。

水
と
闘
う
村
山
・
渡
島
ト
ン
ネ
ル

　

取
材
を
行
っ
た
８
月
23
日
現
在
、
本
坑
は
全
体
の
約

半
分
、
２
８
２
３・２
ｍ
の
地
点
ま
で
掘
削
が
進
ん
で
い

た
。

　

切＊
き
り
は羽

の
少
し
手
前
で
車
を
降
り
、
歩
き
始
め
る
。
歩

き
や
す
い
砂
利
道
だ
っ
た
の
が
、
徐
々
に
ぬ
か
る
み
、

切
羽
が
見
え
る
頃
に
は
足
首
ま
で
沈
む
泥
に
な
っ
た
。

　
「
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
と
に
か
く
水
が
多
い
の
で
す
。

現
在
は
毎
分
７
ｔ
ほ
ど
の
湧
水
が
あ
り
ま
す
」

　

岩
田
地
崎
・
熊
谷
・
不
動
テ
ト
ラ
・
相
互
Ｊ
Ｖ
の

大
畑
雅
義
副
所
長
が
言
っ
た
。
何
も
対
策
を
し
な
け

れ
ば
、ト
ン
ネ
ル
が
水
没
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
水
量
だ
。

　
「
そ
こ
で
、
ま
ず
掘
削
を
行
っ
て
い
る
切
羽
か
ら
前
方

に
ボ
ー
リ
ン
グ
し
、
直
径
89 

㎜
の
水
抜
き
管
を
通
し
て

水
位
を
下
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
で
は
一
定
以
上

は
下
が
ら
な
い
の
で
、
15
ｍ
間
隔
で
パ
イ
プ
を
２
ｍ
ほ

ど
縦
に
埋
め
込
み
、
ポ
ン
プ
で
排
水
す
る
と
い
う
２
段

階
の
排
水
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

突
然
水
量
が
増
え
て
、
排
水
し
き
れ
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
切
羽
よ
り
も
ず
っ
と
先
で
縦
に
穴
を
掘
っ
て
、
１
時

間
ご
と
の
水
位
を
測
っ
て
い
ま
す
。
切
羽
か
ら
の
水
も
、

水
圧
と
水
位
を
継
続
し
て
観
察
し
、
掘
削
の
可
否
を
判

断
し
て
い
ま
す
」

　

排
水
し
た
水
は
、
法
令
基
準
よ
り
も
さ
ら
に
厳
し
い

基
準
で
水
質
を
管
理
し
、
大
野
川
と
久
根
別
川
に
流
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
慎
重
な
湧
水
対
策
に
よ
っ
て
、
村
山

ト
ン
ネ
ル
の
建
設
は
ほ
ぼ
予
定
通
り
に
進
行
中
だ
。
そ
れ

で
も
、
３
年
か
け
て
約
２
８
０
０
ｍ
。
今
後
は
他
の
工
区

で
も
並
行
し
て
掘
り
進
め
る
と
は
い
え
、
壮
大
な
工
事
で

あ
る
。

も
の
づ
く
り
の
現
場
で
働
く　
歳

　
「
泥
が
か
か
り
ま
す
か
ら
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ
」
と
作

本坑の両脇には給・排水管が延びる。水抜き方法は、村山トンネル着工以
来改良とコストダウンが重ねられている

切羽付近の地面は湧水でぬかるんでおり、場所によってはくるぶしまで沈み
込む。この後、砕石を敷き詰めて人や重機の往来をしやすくする

＊切羽：山岳トンネルの工事現場におけるトンネル掘削の最先端の個所。
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業
員
か
ら
声
が
か
か

り
、
掘
削
機
の
上
に

案
内
さ
れ
た
。お
や
、

こ
の
声
は
…
…
。

　
「
こ
の
辺
り
は
砂

山
な
の
で
、
発
破
で

は
な
く
掘
削
機
で

掘
っ
て
い
き
ま
す
。
最
近
水
が
多
く
、
こ
の
先
は
土
被

り
が
薄
く
な
る
の
で
、
慎
重
に
作
業
し
て
い
ま
す
」

　

説
明
し
て
く
れ
た
作
業
員
は
、
21
歳
の
佐
藤
香
純
さ

ん
。
昨
年
建
設
会
社
に
就
職
し
、
村
山
ト
ン
ネ
ル
に
配

属
さ
れ
た
。
大
昔
に
は
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
は
女
人

禁
制
の
時
代
も
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
今
は
や
る
気
と
努

力
に
よ
っ
て
、
男
女
の
隔
て
な
く
現
場
に
立
て
る
。

　
「
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
も
大

き
な
ダ
ム
と
か
ト
ン
ネ
ル
と
か
、
ど
う
や
っ
て
作
る
ん

だ
ろ
う
っ
て
気
に
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
」

　

今
は
ま
だ
駆
け
出
し
だ
と
い
う
佐
藤
さ
ん
。
メ
モ
帳

に
は
、
き
れ
い
な
字
で
そ
の
日
の
切
羽
の
様
子
や
湧
水

状
況
が
び
っ
し
り
と
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。
夢
の
一
つ

は
、
北
海
道
新
幹
線
の
一
番
列
車
に
乗
っ
て
、
村
山
ト

ン
ネ
ル
を
通
過
す
る
こ
と
だ
。

　

６
㎞
ほ
ど
先
に
あ
る
渡
島
ト
ン
ネ
ル
天
狗
工
区
も
訪

れ
た
。
こ
ち
ら
は
ま
だ
本
坑
の
掘
削
は
始
ま
っ
て
お
ら

ず
、
本
坑
に
接
続
す
る
１
０
６
７
・
８
ｍ
の
作
業
用
斜

坑
を
掘
っ
て
い
る
。
こ
の
日
ま
で
に
５
７
０
ｍ
掘
り
進

ん
で
お
り
、今
年
度
内
に
本
坑
の
位
置
に
達
す
る
予
定
。

今
年
秋
に
は
、
南
み
な
み
う
ず
ら鶉工
区
、
北き
た
う
ず
ら鶉工
区
と
い
っ
た
ま
だ

準
備
段
階
の
工
区
も
、
本
格
的
な
建
設
工
事
が
ス
タ
ー

ト
す
る
。

熟
練
の
職
人
が
仕
上
げ
る
高
架
下

　

翌
日
は
、
開
業
区
間
の
作
業
現
場
を
訪
れ
た
。
す
で

に
営
業
列
車
が
行
き
交
う
開
業
区
間
。
こ
ち
ら
で
は
、

高
架
下
へ
の
立
ち
入
り
を
防
ぐ
用
地
侵
害
防
除
柵
（
用

侵
柵
）
の
設
置
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
の
整
備
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
用
侵
柵
は
、
道
路
が
並
行
し
て
い
る
所
な
ど
、
人

や
車
両
が
高
架
下
に
入
り
や
す
い
場
所
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
設
置
し
て
い
ま
す
」

　

北
斗
鉄
道
建
設
所
の
生
越
亮
さ
ん（
平
成
26
年
入
社
）

が
説
明
し
て
く
れ
た
。
整
備
新
幹
線
の
建
設
予
算
に
は

税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
整
備
は
画
一
的
に
は
行

わ
れ
ず
、
真
に
必
要
な
場
所
か
ら
行
わ
れ
る
。
現
在
は

北
斗
鉄
道
建
設
所
が
管
轄
す
る
20
㎞
ほ
ど
の
開
業
区
間

で
柵
が
着
々
と
設
置
さ
れ
て
い
る
。
作
業
は
石
黒
建
設

が
担
当
し
、
現
在
５
５
０
０
ｍ
分
が
施
工
済
み
だ
。

　

１
㎞
ほ
ど
南
で
は
、
高
橋
建
設
に
よ
る
法
面
の
整
備

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
開
業
当
初
、
高
架
下
の
法
面

は
土
だ
っ
た
が
、
雨
で
土
が
崩
れ
た
り
、
泥
が
田
畑
に

▶▶北斗鉄道建設所

法面工を施工する高橋建設の作業員たち。コンクリートを流し込み、手作業で丁寧に仕上げていく

この道 40年以上の職人技が光る法面工。垂れな
いよう、繊細なこて裁きが必要だ

二人一組で柵を設置していく。細かい作業には
チームワークが不可欠

切羽の状況をメモする佐藤香純さ
ん。見る見るうちに大きなものが
できあがっていく土木の現場が好
きと言う
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流
入
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
列
車
の
運
行
に

は
支
障
な
い
も
の
の
、
周
辺
環
境
へ
の
悪
影
響
を
少
し

で
も
減
ら
す
た
め
、
調
査
の
う
え
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打

設
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

作
業
は
、
隣
接
す
る
地
権
者
の
一
人
ひ
と
り
の
理
解

を
得
た
上
で
行
わ
れ
る
。

　

打
設
自
体
も
、
決
し
て
簡
単
な
工
事
で
は
な
い
。
平

ら
な
場
所
と
異
な
り
、
斜
め
と
な
る
法
面
で
は
塗
り
立

て
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
重
力
で
下
が
っ
て
く
る
。
そ
の

た
め
、
機
械
で
流
し
込
ん
で
終
わ
り
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
試
行
錯
誤
の
末
、
四
人
の
熟
練
左
官
職
人

に
作
業
を
依
頼
し
て
い
る
。
新
幹
線
の
整
備
で
も
、
人

の
技
術
が
活
き
る
場
面
は
多
い
。

　

興
味
深
い
の
は
仕
上
げ
だ
。
最
後
は
ハ
ケ
を
使
っ
て
、

故
意
に
ざ
ら
つ
き
を
出
す
。
あ
ま
り
奇
麗
に
仕
上
げ
る

と
、
点
検
時
な
ど
に
滑
り
や
す
く
な
っ
て
危
な
い
。
あ

え
て
箒ほ
う
き
め目
を
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
安
全
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
可
能
と
な
る
。

　

必
要
な
場
所
の
み
施
工
し
て
無
駄
を
省
き
、
地
権
者

一
人
ひ
と
り
の
了
解
を
得
て
、
更
に
点
検
時
の
安
全
と

能
率
も
考
え
て
仕
上
げ
る
…
…
。
一
見
シ
ン
プ
ル
に
見

え
る
整
備
工
事
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
創
意
工
夫
が
込
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

北
海
道
の
交
通
が
劇
的
に
変
わ
る

　

北
海
道
新
幹
線
の
完
成
予
定
は
13
年
後
の
平
成
42

年
度
末
。
ま
だ
ま
だ
先
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
今
か

ら
13
年
前
を
振
り
返
れ
ば
、
九
州
新
幹
線
新
八
代
・
鹿

児
島
中
央
間
が
開
業
し
た
年
だ
。
そ
れ
ほ
ど
大
昔
と
い

う
印
象
で
は
な
く
、
13
年
後
も
あ
っ
と
い
う
間
に
来
る

だ
ろ
う
。

　
「
当
建
設
所
を
見
学
に
来
る
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
そ
の
時
に
私
が
必
ず
お
話
し
す
る
の
が
、
今

３
時
間
半
か
か
る
新
函
館
北
斗
・
札
幌
間
が
、
新
幹
線

な
ら
１
時
間
13
分
に
な
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
の
時

間
短
縮
は
な
か
な
か
な
く
、
北
海
道
の
交
通
は
新
幹
線

に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
と
思
い
ま
す
」（
玉
井
所
長
）

　

取
材
後
、
玉
井
所
長
お
勧
め
と
い
う
、
き
じ
ひ
き
高

原
を
訪
れ
た
。
新
函
館
北
斗
駅
か
ら
は
車
で
15
分
ほ
ど

の
北
斗
市
内
に
あ
る
展
望
台
だ
。
駒
ケ
岳
や
函
館
山
が

見
え
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
半
径
３
０
０
０
ｍ
の
大

カ
ー
ブ
を
経
て
新
函
館
北
斗
駅
に
到
着
す
る
北
海
道
新

幹
線
も
一
望
で
き
る
。
近
い
将
来
、
札
幌
へ
向
け
て
新

函
館
北
斗
駅
を
発
車
し
て
い
く
新
幹
線
の
姿
が
、
あ
り

あ
り
と
目
に
浮
か
ん
だ
。

きじひき高原パノラマ展望台から眺めるR3,000の大カーブと函館総合車両基地。
きじひき高原から見える新たな名所となった

道南地方の玄関として定着しつつある新函館北斗駅

JR北海道H5系による「はやぶさ 38号」が東京へ向けて出発
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マグロ女子と新幹線で
青函エリアを元気にしたい
　津軽海峡を、元気なマグロたちが自由に泳いでいる。津
軽海峡を囲んだ12市町村の女性たちが集まって結成され
た「マグロ女子会」、通称マグ女だ。道南と青森県の魅力
を発信する地元女性たちのグループで、杉本夏子さんは、
その北海道側のリーダー。松前町で、温泉旅館の若女将を
務めている。
　「北海道新幹線が開業して、新しい時代が来るというこ
とで作りました。20代から60代まで74人の女性たちが
参加しており、さまざまな企画を実施しています」
　マグ女と北海道新幹線は縁が深い。開業1周年に際して
も、新函館北斗駅で列車を出迎えた。
　「改札口にずらりと並んで、お客様をお出迎えしました。
平成28年夏の青函デスティネーションキャンペーンでは

『懐かしの津軽海峡にぐ・さがな弁当』を企画し、今でも
販売しています」
　松前で生まれ育った杉本さんが青函地域に注目したの
は、下北半島の大間に友人ができたことがきっかけだった。
　「松前には、北前船の航路という歴史があり、大間にも
マグロをはじめ独得の文化があります。それ以上に、人の
面白さに気づきました。また訪れて、会いたいと思う人が
増えたんです」
　地域全体を盛り上げる杉本さんだが、やはり松前への愛
情は格別だ。
　「松前は桜が本当に奇麗です。桜を見ると、松前に生ま
れて良かったなと思います。それから、松前漬。家庭やお
店ごとに味わいが違うので、ぜひ食べ比べてほしいですね」
　新幹線の開業によってアクセスが良くなった松前。杉本
さんは、このメリットを最大限に活かすと語る。
　「将来、札幌まで開通したら、札幌からも行き来が簡単
になります。新幹線を大動脈とすれば、私たちは毛細血管。
活発に動いて、多くの方が松前や北海道を訪れてくださる
よう、がんばります」

旅館矢野 若女将
マグロ女子会北海道側リーダー　

杉本 夏子さん
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北海道新幹線1周年を記念して、新函館北斗駅でお出迎え

　北斗鉄道建設所がある北斗市は、平成 18年に上磯町と大野町が合併して誕生した。函館市の西隣に
位置し、人口は 4万 6,390 人（平成 27年国勢調査）。市内には、きじひき高原パノラマ展望台、ト
ラピスト修道院など多彩な見どころがある。

懐かしの寝台特急「北斗星」に出会える！　
北斗星広場

　惜しまれながら、平成 27 年
に運行を終了したブルートレイ
ン「北斗星」。クラウドファンディ
ングによって寝台車 2両の保存
が実現し、北斗市の茂辺地地区
で公開されている。敷地内には、
札幌のホテルでシェフを務めて
いた木村広司さんが営む薬膳中
華「北斗軒」もある。 日中は車内も見学できる

選ぶ楽しさがプラス！新函館北斗駅の新名物
「BENTO CAFÉ 41°GARDEN」

　新函館北斗駅の２階、エスカ
レーターを上がったところにある
41°GARDEN。カフェ・売店を
兼ねたフリースペースで、食事を
したい人、ちょっと休憩したい人、
待合室として利用したい人など、
さまざまなニーズに利用できる。
「はやぶさ」の乗車前後にひと休
みしていける。

軽食やカフェなどメニューも豊
富。注文しなくてもよい

▶▶北斗鉄道建設所

マグロ女子会 http://magujyo.link/
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山形県

山 形 鉄 道 

経
営
は
ま
す
ま

す
厳
し
さ
を
増

し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
方

言
ガ
イ
ド
や
芋

煮
列
車
、
ワ
イ

ン
列
車
な
ど
の
観
光
客
向
け
の
列
車
を
運
行

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
昨
年
改
造
し
た
シ

ン
ボ
ル
車
両
を
使
っ
て
、
地
元
の
食
材
を
活

用
し
た
お
弁
当
や
ワ
イ
ン
を
提
供
す
る
観
光

列
車
を
定
期
的
に
運
行
さ
せ
、
観
光
客
を
増

加
さ
せ
た
い
」
と
話
す
。　

観
光
誘
客
へ
の
期
待

　

赤
湯
・
荒
砥
間
を
２
往
復
の
ほ
か
、
あ
や

め
公
園
・
羽う
ぜ
ん
な
り
た

前
成
田
間
、
四
季
の
郷
・
荒
砥

◆寄稿◆地方鉄道を訪ねて  【山形県】

ミ
ニ
新
幹
線
で
東
京
か
ら
約
２
時
間

　

山
形
鉄
道
（
愛
称
・
山
鉄
）
フ
ラ
ワ
ー

長
井
線
の
起
点
・
赤あ
か

湯ゆ

駅
ま
で
、
東
京
駅

か
ら
は
山
形
新
幹
線
を
利
用
し
て
約
２
時

間
20
分
だ
。
東
京
駅
か
ら
途
中
の
福
島
駅

ま
で
は
東
北
新
幹
線
を
走
り
、
福
島
駅
か

ら
は
在
来
線
の
J
R
奥
羽
本
線
を
走
る
の

で
〝
ミ
ニ
新
幹
線
〞
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

開
業
は
平
成
４（
１
９
９
２
）
年
７
月
１
日
。

今
年
で
25
周
年
を
迎
え
た
。

　

山
形
鉄
道
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
は
山
形
県

南
部
に
位
置
し
置お
き
た
ま賜
地
方
の
赤
湯
・
荒あ
ら

砥と

間
30・５
㎞
を
走
る
単
線
非
電
化
路
線

だ
。
沿
線
は
南
陽
市
、
長
井
市
、
川

西
町
、
白し
ら
た
か鷹
町
の
２
市
２
町
に
ま
た

が
っ
て
い
る
。
東
西
に
山
並
み
を
遠

望
で
き
、
水
量
豊
か
な
最
上
川
の
恵

み
を
受
け
た
平
地
に
は
、
水
田
に
加

え
、
枝
豆
な
ど
の
田
畑
と
サ
ク
ラ
ン

ボ
果
樹
園
が
果
て
し
な
く
広
が
っ
て

い
る
。
今
泉
駅
で
は
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
と

接
続
し
、
新
潟
方
面
と
の
利
便
性
も

良
い
。

　

利
用
者
数
は
平
成 

２
（
１
９
９
０
）

年
度
の
約
１
４
４
万
人
を
ピ
ー
ク
に
右

肩
下
が
り
で
、
平
成
28 

（
２ 

０
１
６
）

年
度
は
約
59
万
人
に
ま
で
落
ち
込
ん

で
い
る
。
中
井
晃
社
長
は
「
今
後
も
少

子
化
に
よ
る
高
校
生
の
減
少
が
続
き
、

最上川橋りょうを走る山形鉄道フラワー長井線の列車

四季の郷駅へ向かう「べにばな号」

通学定期の利用者が７割を占める山形鉄道フラワー長井線。
観光客の利用を増やす試みとして、
これまでにも動物駅長や方言ガイドなどの企画を行ってきた。
そして今、更なる誘客を目指し、関係者のみならず多くの市民が知恵を絞っている。

荒

　砥

四
季
の
郷

鮎

　貝

蚕

　桑

白

　兎

羽
前
成
田

あ
や
め
公
園

長

　井

南
長
井

時

　庭

西
大
塚

梨

　郷

お
り
は
た

宮

　内

南
陽
市
役
所

赤

　湯

山形新幹線
JR奥羽本線

JR米坂線

今

　泉

■山形鉄道フラワー長井線路線図

中井 晃社長
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◆寄稿◆地方鉄道を訪ねて【山形県】山形鉄道

ら
建
築
し
た
。
生
徒
は
今
で
も
花
壇
の
手

入
れ
を
心
掛
け
て
い
て
、
住
民
と
の
交
流
が

続
い
て
い
る
。

　

荒
砥
高
校
の
生
徒
に
よ
る
最
上
川
橋

り
ょ
う
の
研
究
内
容
は
、
荒
砥
駅
構
内
に

掲
示
さ
れ
て
い
る
。
最
上
川
橋
り
ょ
う
は
鉄

鉄道・運輸機構の助成実績
〈主な助成事業〉
■鉄道軌道近代化設備整備費補助金　
   平成 15～ 19年度
■鉄道施設総合安全対策事業費補助
   （老朽化対策事業）　平成 24年度
　レールの重軌条化、軌道道床硬質構造化、車
両の改良、落石防止柵新設、橋梁の改修、踏
切保安設備の更新

〈会社概要〉
■本　　社　〒 993-0084
　　　　　　山形県長井市栄町1番10号
■設　　立　昭和 63（1988）年 4月 26日
■営業開始　昭和 63（1988）年 10月 25日
■払込資本　4億 7,845 万円
■筆頭株主　山形県　比率 31.35％
■代 表 者　代表取締役社長　中井 晃
■従業員数　26名
〈路　　線〉
■営業区間　フラワー長井線：赤湯・荒砥間
　　　　　　30.5㎞（全線単線非電化）
■駅　　数　17駅（うち有人駅4、JR委託1駅）
■車 両 数　6両

山形鉄道株式会社

道
創
成
期
の
明
治
時
代
に
造
ら
れ
た
ダ
ブ

ル
ワ
ー
レ
ン
ト
ラ
ス
形
式
の
錬
鉄
製
で
、
旧

東
海
道
本
線
の
木
曽
川
橋
り
ょ
う
か
ら
大

正
12
（
１
９
２
３
）
年
に
長
井
線
の
最
上
川

橋
り
ょ
う
に
転
用
さ
れ
た
。
橋
り
ょ
う
の
設

計
・
製
造
な
ど
の
技
術
面
は
、
当
時
の
鉄
道

フラワー長井線の起点、赤湯駅。山形新幹線とJR
奥羽本線に接続している

四季の郷駅のプラットホーム

長井駅の駅舎

最上川橋りょうは、明治時代に造られた錬鉄製だ

あやめ公園駅。待合室は高校生が実習を兼ねて建築した

間
な
ど
数
区
間
を
乗
り
降
り
し
た
が
、
や

は
り
通
学
客
以
外
の
利
用
者
が
少
な
い
と

い
う
印
象
だ
っ
た
。

　

梨り
ん
ご
う郷
駅
か
ら
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
利
用

す
る
女
性
客
は
、「
朝
夕
は
通
学
の
高
校
生

で
大
変
混
み
合
っ
て
お
り
、
生
徒
に
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
鉄
道
で
す
。
一
方
お
昼
の
時

間
帯
は
、
閑
散
と
し
て
い
る
状
況
な
の
で
、

沿
線
の
観
光
関
係
者
と
連
携
し
て
観
光
客

を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
車
両
も
昨
年

か
ら
沿
線
２
市
２
町
を
代
表
す
る
花
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
と
な
り
華
や

か
に
な
り
ま
し
た
」
と
地
域
の
観
光
誘
客
へ

期
待
し
て
い
た
。

あ
や
め
公
園
駅
は
高
校
生
の
手
で

　
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
は
、
鉄
道
フ
ァ
ン
の

間
で
話
題
と
な
っ
た
地
元
高
校
生
が
関
わ
る

二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
あ
や
め
公
園

駅
待
合
室
の
建
築
に
は
近
く
の
長
井
工
業

高
校
の
生
徒
が
携
わ
り
、
四
季
の
郷
・
荒
砥

間
に
あ
る
近
代
土
木
遺
産
・
最
上
川
橋
り
ょ

う
の
研
究
に
は
荒
砥
高
校
の
生
徒
が
関
わ
っ

た
。
と
も
に
現
地
の
最
寄
り
の
高
校
だ
。

　

あ
や
め
公
園
駅
は
平
成
14
（
２
０
０
２
）

年
６
月
９
日
に
開
業
し
た
。
ホ
ー
ム
は
市
民

な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
寄
付
金
の
１
１
２
０
万

円
で
造
ら
れ
た
が
、
待
合
室
は
駅
か
ら

１
８
０
ｍ
離
れ
た
長
井
工
業
高
校
の
生
徒
が

実
習
教
育
を
兼
ね
て
費
用
を
負
担
し
な
が
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先
進
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
技
術
に
負
う
と

こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
そ
う
だ
。
荒
砥
高
校
の

研
究
で
は
、
１
世
紀
を
超
え
て
最
上
川
橋

り
ょ
う
が
現
存
す
る
姿
に
と
り
わ
け
注
目
し

て
解
明
に
努
力
し
た
。

東
京
駅
と
西
大
塚
駅
の
開
業
年
は
同
じ

　

無
人
駅
の
四
季
の
郷
駅
で
列
車
待
ち
を

し
て
い
る
時
、
大
学
で
建
築
学
を
学
ぶ
男
子

学
生
に
出
会
っ
た
。
彼
は
最
上
川
橋
り
ょ
う

を
見
て
き
た
帰
り
で
、「
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

で
は
西
大
塚
駅（
無
人
駅
）は
す
ば
ら
し
か
っ

た
」
と
言
う
。
た
ま
た
ま
山
形
鉄
道
の
押
切

榮
専
務
に
同
駅
を
案
内
さ
れ
た
直
後
で
も

あ
っ
た
の
で
、
話
が
弾
ん
だ
。

　

１
面
１
線
の
西
大
塚
駅
は
大
正
３
（
１

９
１
４
）年
に
開
業
し
た
。
同
年
に
東
京
で
は
、

建
築
家
・
辰
野
金
吾
の
設
計
に
よ
る
近
代
駅

舎
「
東
京
駅
」
が
12
月
に
開
業
し
、
東
海
道

本
線
の
起
点
駅
と
な
っ
た
。

　
「
比
較
す
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
に
し
て
も

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
は
お
も
し
ろ
く
て
楽
し

い
話
題
が
多
い
で
す
ね
。
そ
う
し
た
話
題
を

い
く
つ
か
つ
な
い
で
Ｐ
Ｒ
材
料
に
す
れ
ば
、

お
客
さ
ん
が
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」。彼
の
話
か
ら「
誘
客
に
は
何
が
必
要
か
」

の
ヒ
ン
ト
が
見
え
る
気
が
し
た
。
例
え
ば
羽

前
成
田
駅
も
西
大
塚
駅
と
と
も
に
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
両
駅
を
合
わ
せ
て
フ

ラ
ワ
ー
長
井
線
の
Ｐ
Ｒ
に
活

用
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
昔
話「
鶴
の
恩
返
し
」、

童
謡「
な
い
し
ょ
話
」

　

昔
話
「
鶴
の
恩
返
し
」

は
、
全
国
２
０
０
カ
所
で
そ

れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
語
り

継
が
れ
て
い
る
。
お
り
は
た

駅
か
ら
程
近
い
所
に
南
陽

市
文
化
施
設
「
夕
鶴
の
里
」

が
あ
り
、
繭ま
ゆ
ぐ
ら蔵
を
改
造
し
た
資
料
館
と
新

築
さ
れ
た
語
り
部
の
館
が
あ
る
。
駅
名
「
お

り
は
た
」
は
織お
り
は
た機
の
こ
と
で
、
近
く
を
流
れ

る
川
は
織
機
川
だ
。
地
元
の
人
は
、
こ
こ
こ

そ
が
「
鶴
の
恩
返
し
」
伝
説
の
本
拠
地
だ
ろ

う
と
誰
も
が
疑
わ
な
い
。

　

隣
の
宮
内
駅
近
く
に
は
童
謡
「
な
い
し
ょ

話
」
の
作
詞
家
・
結
城
よ
し
を
の
生
家
が
あ

る
。
結
城
は
多
く
の
童
謡
を
作
詞
し
た
が
、

昭
和
19
（
１
９
４
４
）
年
に
24
歳
の
若
さ
で

病
死
し
た
。
宮
内
駅
前
に
は「
な
い
し
ょ
話
」

の
歌
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

宮
内
駅
で
は
近
く
の
熊
野
神
社
に
縁
深

い
兎う
さ
ぎに
ち
な
ん
だ
、
う
さ
ぎ
駅
長
の
「
も
っ

ち
い
」
と
カ
メ
の
助
役
「
カ
メ
吉
」
が
勤
務

し
て
い
て
、観
光
客
の
人
気
を
集
め
て
い
る
。

駅
を
訪
ね
た
時
に
は
、
岩
手
県
宮
古
市
か

ら
う
さ
ぎ
駅
長
に
会
い
に
訪
れ
た
母
子
と
も

出
会
っ
た
。
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
は
白

し
ろ
う
さ
ぎ兎駅

も
あ
り
、
伝
説
と
結
び
付
け
る
こ
と
で
、
新

た
な
誘
客
材
料
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

観
光
は
エ
リ
ア
全
体
で
計
画
す
べ
き

　

長
井
市
内
の
ホ
テ
ル
経
営
者
か
ら
も
フ
ラ

ワ
ー
長
井
線
の
誘
客
策
を
提
案
さ
れ
た
。
彼

に
よ
れ
ば
、
沿
線
の
「
鶴
の
恩
返
し
」、
Ｊ
Ｒ

米
坂
線
羽
前
小
松
駅
に
あ
る
テ
レ
ビ
人
形
劇

「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
の
脚
本
を
手

が
け
た
井
上
ひ
さ
し
ゆ
か
り
の
資
料
を
収
蔵

す
る
川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
、
山
形

新
幹
線
高
畠
駅
前
の
児
童
文
学
「
泣
い
た
赤

鬼
」
で
も
知
ら
れ
る
浜
田
広
介
記
念
館
、
こ

れ
ら
を
つ
な
げ
ば
民
話
と
童
話
を
合
わ
せ
て

紹
介
で
き
、
新
た
な
話
題
を
提
供
で
き
る
の

荒砥駅の駅舎（上）と荒砥車両基地（下）西大塚駅の駅舎

「夕鶴の里」。資料館は繭蔵を改造して造られた

「夕鶴の里」には、さまざまな物が展示されている

宮内駅の駅舎と駅前にある鶴の石像

宮内駅のうさぎ駅長
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　「『おらだ』って、どういう意味ですか？」とイン
タビューの冒頭、会長の齋藤理喜夫さんにいきなり
尋ねてしまった。「“おらだ”は山形の方言で“私たち”
という意味です」と齋藤さん。方言の話題が和やか
な雰囲気を作ってくれた。
　「羽

う ぜ ん な り た

前成田駅前おらだの会」の会員は、男性ばか
り 13人だ。前身の「生き生きボランティア」のメ
ンバーが高齢化したため、次世代に任せたいとの意
向を受けて平成 8（1996）年に発足した。「羽前成
田駅舎を通して地域と山鉄を元気にしたいと考えま
した。駅舎の改修工事では、メンバーに建築業者が
いたので助かりました」
　大正11（1922）年12 月11日に旧国鉄長井線長
井・鮎

あゆかい

貝間延伸開業に伴い同駅と蚕
こく わ

桑、鮎貝の 3駅
が新設された。木造、平屋建て、切

きり

妻
づま

造り、瓦
かわらぼうぶ

棒葺
きの駅舎は、風雪による老朽化が進んでいた。駅舎
の修理は平成 23（2011）年から 2年かかったが、
開業当時の姿を蘇らせたことで、住民の交流を深め
るきっかけともなった。
　平成 27（2015）年 8月4日には、羽前成田駅は
西大塚駅とともに国の登録有形文化財に指定され、
観光パンフレットなどでも紹介される機会が増え
た。知名度の高まりを受け、5年前から駅で鉄道写
真家による写真展を開催する一方、今年 6月からは
週末の午後に駅長室を開放して、地域住民と駅を訪
れる人たちとの交流の場ともなっている。
　羽前成田駅にまつ
わるこんなエピソー
ドも聞いた。他所に
引っ越すこととなっ
た家族連れが、土地
を去る前に駅舎に立
ち寄り、「母の大切
な思い出の場所を
守ってくださってあ
りがとう」と礼を言
い残して行ったそう
だ。古い停車場が、
故郷と家族をいつま
でもつなぐ“ふるさ
との駅”となってい
るのだ。
　齋藤さんから頂いた「おらだの会」の名刺には、
昭和 19（1944）年当時の改札口風景の写真が付い
ている。帰京後に筆者の友人、知人たちとの間で話
題となったが、その時、齋藤さんの得意顔が見えた
気がした。

羽前成田駅前おらだの会
会長　齋藤 理喜夫さん

で
は
と
考
え
て
い
る
と
い
う
。
地
図
上
に
山

形
新
幹
線
、
J
R
米
坂
線
、
フ
ラ
ワ
ー
長

井
線
上
に
あ
る
施
設
の
位
置
を
記
す
と
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
状
に
な
る
。「
観
光
は
目
的
地

の
市
町
村
単
位
で
企
画
立
案
す
る
の
で
は
な

く
、
周
り
を
含
め
た
エ
リ
ア
全
体
で
計
画
す

べ
き
で
す
」
と
の
提
言
だ
。

　
夢
の
内
陸
循
環
構
想

　

長
井
駅
で
下
車
す
る
と
、デ
ィ
ア
ル・モ
ー

◆寄稿◆地方鉄道を訪ねて【山形県】山形鉄道
サポーターの
声

ド
・
ビ
ー
ク
ル
推
進
協
議
会
の
ポ
ス
タ
ー
が

眼
に
留
ま
っ
た
。

　
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
終
点
・
荒
砥
駅
か
ら

Ｊ
Ｒ
左
沢
線
ま
で
の
間
を
道
路
も
線
路
上

も
走
行
で
き
る
車
両
「
Ｄ
Ｍ
Ｖ
（
デ
ィ
ア
ル・

モ
ー
ド
・
ビ
ー
ク
ル
）」
で
つ
な
ぐ
構
想
だ
。

南
陽
市
か
ら
山
辺
町
ま
で
の
３
市
６
町
の
間

で
「
内
陸
循
環
」
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
地

域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　

実
際
に
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
沿
線
か
ら
マ

イ
カ
ー
で
山
形
市
を
越
え
て
宮
城
県
仙
台

市
ま
で
往
復
す
る
人
は
珍
し
く
な
く
、
路

線
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
の
だ
ろ
う
。
あ
る
ド
ラ

イ
バ
ー
も
「
荒
砥
か
ら
左
沢
へ
は
バ
ス
も

走
っ
て
い
な
い
区
間
も
あ
る
。
超
高
齢
化
社

会
を
迎
え
、
お
年
寄
り
の
移
動
手
段
や
観

光
の
目
玉
と
し
て
も
構
想
で
終
わ
ら
せ
な
い

で
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い
た
。
Ｄ
Ｍ
Ｖ
構
想

を
夢
で
終
わ
ら
せ
な
い
で
ほ
し
い
も
の
だ
。

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー　

平
野
雄
司
）

「丈六地蔵尊」（上）がある「稲荷山正念寺」（下）。地蔵
尊は文化年間（1800年代の初め）に貝生山産出の砂岩
を用いて彫像された

「總宮神社」。今から 1,200 年程前、坂上田村麻呂が
東征の際、郷土の平和を祈念して創建したのが始ま
りと伝わる

「古代の丘」のユーモラスな形をした土偶羽前成田駅の駅舎（上）とプラッ
トホーム（下）
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01
　9月 7日（木）、第 18回「鉄道のある風景写真コンテスト」の審査会を開催しました。今年は 393名 (1,122 点 )
の応募がございました。審査の結果、グランプリは神奈川県の市村 一男さんの作品「白い閃光」が選ばれました。
各作品は当機構のホームページにも掲載するほか、下記の場所で展示会を開催しますので、ぜひご覧ください。

第18回「鉄道のある風景写真コンテスト」

審査委員

※敬称略

◉ 第 24回鉄道フェスティバル会場（東京・日比谷公園）　10 月  7 日（土）～  10 月 8日（日）
◉ つくばエクスプレス浅草駅   　　 11月 22日（水）～ 12月  6 日（水）

「白い閃光」
神奈川県　市村 一男　

JR東日本 小海線　(小淵沢・甲斐小泉間）

〈受賞・入選作品展示会〉

委員長　猪井 貴志（写真家）                     
委　員　中村 直美（㈱交通新聞社取締役第 2出版事業部長）
委　員　竹内 健蔵（東京女子大学教授）
委　員　藤井 直樹（国土交通省鉄道局長）　
         〔代理：寺田 吉道（国土交通省大臣官房審議官〈鉄道局担当〉）〕
委　員　北村 隆志（鉄道・運輸機構理事長）

グランプリグランプリ

国土交通大臣賞
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鉄道・運輸機構 理事長賞

「爽春の光」愛媛県　阿部 健樹
JR四国 予土線（真土・西ヶ方間）

夏　賞

「雲上の渓谷」富山県　石井 道之
JR東日本 只見線（会津西方・会津桧原間）

国土交通省 鉄道局長賞

春　賞

秋　賞

「鉄道の日」実行委員会 会長賞

「初雪」千葉県　山本 喜久夫
JR北海道 富良野線 （美馬牛・美瑛間）

「旅立ち」長野県　伊藤 洋
JR北海道 釧網本線（北浜駅）

「鉄道の日」実行委員会 会長賞

冬　賞

「紅葉」埼玉県　青宿 月翔
JR東日本 飯山線（森宮野原・横倉間）

ジュニア賞
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▶ J R T T  T O P I C S

「アジサイ電車」
神奈川県　土屋 直樹

箱根登山鉄道 箱根登山電車（箱根湯本・塔ノ沢間）

「夢幻情景」
東京都　大嶋 朋子

　JR東日本 磐越西線（津川・三川間）

「雪解け水の飛沫」
千葉県　月山 榮敏

JR東日本 磐越西線（喜多方・山都間）

「大空を往く」
福島県　斎藤 敏範

JR東日本 磐越西線（喜多方・山都間）

「鱗雲いっぱい」
　大阪府　栗原 正隆

近畿日本鉄道 道明寺線（柏原南口・道明寺間）

「駅 STATION」
北海道　山本 学

JR北海道 留萌線 （増毛駅）

「初冬の茶園を走るＳＬ」
静岡県　袴田 啓志

大井川鐵道 大井川本線 （家山・抜里間）

入　選

　

第
18
回
「
鉄
道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」。

今
年
も
日
本
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
力
作
が
集
ま

り
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
た
び
、
あ
ら
た
め
て
日
本

の
美
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
審
査
員
一
同
感

服
し
て
お
り
ま
す
。

　

鉄
道
風
景
写
真
で
は
、「
鉄
道
」
と
「
風
景
」
ど

ち
ら
も
主
役
や
脇
役
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
ま
ず
は
、「
撮
っ
て
み
た
い
」
と
目
指
す
撮
影

地
に
着
い
た
ら
カ
メ
ラ
を
セ
ッ
ト
す
る
前
に
、
そ
の

場
の
風
や
音
、
匂
い
を
五
感
で
感
じ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
上
で
主
役
を
ど
う
表
現
す
る
か
、
心
を
動
か

さ
れ
る
理
由
が
必
ず
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。
大
切

な
の
は
、
そ
の
風
景
の
中
に
「
い
い
な
」
と
感
じ
た

主
役
を
い
か
に
引
き
立
た
せ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
な

の
で
す
。「
構
図
」
は
ハ
カ
リ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

主
役
と
脇
役
を
そ
れ
ぞ
れ
左
右
・
上
下
に
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
、
差
し
込
む
光
が
照
ら
し
出
す
鮮
や
か
な

舞
台
に
、
四
季
の
彩
り
を
添
え
れ
ば
一服
の
作
品
が

完
成
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
場
の
状
況
を
よ
く
観

察
す
る
こ
と
で
す
。

　

今
回
も
た
く
さ
ん
の
力
作
を
拝
見
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
以
前
も
第
12
回
の
総
評
で
「
応
募

作
品
が
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
彩
度
が
強
く
な
り

す
ぎ
る
」
と
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
目
指
す

撮
影
地
で
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
「
撮
っ
た
」
と
確
か

な
手
応
え
の
あ
る
作
品
も
、
最
後
の
仕
上
げ
の
プ

リ
ン
ト
で
つ
ま
ず
い
た
ら
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

最
後
の
仕
上
げ
ま
で
自
身
の
作
品
を
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
。
撮
っ
た
写
真
は
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
初
め

て
作
品
と
し
て
鑑
賞
で
き
る
の
で
す
。

　

第
18
回
「
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
輝
い
た
市
村
一男
さ

ん
の
作
品
「
白
い
閃
光
」。
雄
大
な
山
な
み
と
高
原

の
清
明
な
空
気
感
が
、
折
り
重
な
る
峰
か
ら
そ
よ

ぐ
季
節
の
風
に
の
り
、
ま
さ
に
五
感
を
揺
さ
ぶ
ら
れ

る
よ
う
な
迫
力
の
あ
る
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

審
査
委
員
長　

猪
井　

貴
志
（
写
真
家
）

審
査
委
員
長
総
評

「けあらしの朝」
　富山県　上田 邦男

JR西日本 氷見線（雨晴・越中国分間）
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国際・企画部 企画課
「打ち水大作戦２０１７＠よこはま」への参加

　
「
打
ち
水
大
作
戦
」
は
、
打
ち
水
大

作
戦
本
部
（
日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
が

主
唱
し
、
国
土
交
通
省
や
環
境
省
な

ど
が
後
援
す
る
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
鉄
道
・
運
輸
機
構
本
社
の
あ
る
横

浜
市
も
、
九
都
県
市
首
脳
会
議
環
境

問
題
対
策
委
員
会
の
一
員
と
し
て
「
打

ち
水
大
作
戦
」
を
後
援
し
て
お
り
、
ま

た
、
横
浜
市
自
身
も
環
境
モ
デ
ル
都
市

と
し
て
、
平
成
21
年
よ
り
毎
年
、
市
内

の
数
カ
所
で
打
ち
水
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
機
構
で
は
、
環
境
行
動
計
画
に

お
い
て
「
地
域
の
環
境
保
全
活
動
に
積

極
的
に
参
加
・
協
力
す
る
」
こ
と
と
し

て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
機
構
本
社
周

辺
の
清
掃
活
動
や
、

夏
至
お
よ
び
七
夕

に
お
け
る
本
社
執

務
室
内
照
明
の
一
斉

消
灯
の
呼
び
掛
け

な
ど
を
毎
年
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
、
更
な
る
「
地
域
の
環
境
保
全

活
動
へ
の
参
加
・
協
力
」
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
横
浜
市
が
実
施
す
る
「
打

ち
水
大
作
戦
２
０
１
７
＠
よ
こ
は
ま
」

に
、
当
機
構
と
同
じ
横
浜
ア
イ
ラ
ン
ド

タ
ワ
ー
に
入
居
し
て
い
る
独
立
行
政
法

人
都
市
再
生
機
構
と
共
同
で
参
加
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
横
浜
市
の
「
打
ち
水
大
作

戦
２
０
１
７
＠
よ
こ
は
ま
」
は
、
７
月

中
旬
の
横
浜
中
華
街
に
お
け
る
打
ち

水
開
始
式
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
市

内
数
カ
所
で
打
ち
水
を
行
い
、
最
後
に

８
月
１
日
（
火
）
の
「
水
の
日
」
に
横

浜
ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
周
辺
で
行
わ
れ

た
「
打
ち
水
大
作
戦
２
０
１
７
＠
横
浜

ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
」
ま
で
、
全
部
で

４
回
行
わ
れ
ま
し
た
（
う
ち
１
回
は
荒

天
の
た
め
中
止
）。

　

さ
て
、
横
浜
ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
で

の
打
ち
水
の
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
雨

天
中
止
と
な
ら
な
い
か
、
天
気
予
報
を

見
て
は
一
喜
一
憂
し
て
過
ご

し
ま
し
た
。
当
日
も
空
と

天
気
情
報
を
交
互
に
見
て
、

曇
天
の
空
に
た
め
息
を
つ

く
有
様
で
し
た
。
打
ち
水

を
決
行
す
る
の
か
中
止
と

な
る
の
か
、
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な

が
ら
主
催
者
の
横
浜
市
か

ら
の
連
絡
が
来
る
の
を
待
ち
、
よ
う
や

く
決
行
す
る
と
の
連
絡
が
来
た
の
が
お

昼
直
前
で
し
た
。

　
い
よ
い
よ
打
ち
水
の
開
始
時
刻
（
14

時
）
が
迫
り
、
会
場
へ
行
く
と
、
空
に

は
今
に
も
雨
が
降
り
そ
う
な
黒
い
雲
が

立
ち
込
め
、
風
も
強
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
せ
め
て
打
ち
水
が
終
わ
る
ま
で
は

降
ら
な
い
で
ほ
し
い
と
の
願
い
も
空
し

く
、
と
う
と
う
開
始
直
前
に
雨
が
パ
ラ

パ
ラ
と
降
り
始
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
候
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
風
雨
に
負
け
る

こ
と
な
く
、
北
村
隆
志
理
事
長
、
小
島

滋
副
理
事
長
を
は
じ
め
、
近
隣
の
園
児
、

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
は
、
笑
顔

を
浮
か
べ
な
が
ら
打
ち
水
を
行
い
、
無

事
、
当
機
構
初
参
加
の
打
ち
水
大
作
戦

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様

に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

北村理事長からの
あいさつ

打ち水をする来賓

ちびっ子、準備完了

雨の中、笑顔で打ち水
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共有船舶企画管理部 経営企画課

　

7
月
15
日（
土
）か
ら
８
月
６
日（
日
）

に
か
け
て
、神
戸
港
周
辺
を
会
場
に「
海

フ
ェ
ス
タ
神
戸
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
海
フ
ェ
ス
タ
」
は
、「
海
の
恩
恵
に
感

謝
し
、海
洋
国
日
本
の
繁
栄
を
願
う
日
」

と
い
う
「
海
の
日
」
本
来
の
意
義
を
再

認
識
す
る
た
め
の
行
事
と
し
て
、毎
年
、

全
国
の
主
要
港
湾
都
市
で
「
海
の
日
」

を
中
心
に
約
２
週
間
、
海
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
も
の

で
す
。

　

今
年
は
神
戸
開
港
１
５
０
年
記
念

事
業
と
し
て
、「
神
戸
開
港
１
５
０
年

を
と
も
に
祝
い
、
神
戸
港
に
集
積
し
て

い
る
海
や
港
の
産
業
や
技
術
、
文
化
を

身
近
に
体
験
し
な
が
ら
、
海
・
船
・
港

の
重
要
性
を
次
の
世
代
に
繋
げ
、
多
彩

で
豊
か
な
地
域
資
源
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
す
る
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
神

戸
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
は
７

月
15
日
（
土
）
か
ら
７
月
30
日
（
日
）

に
か
け
て
、
メ
イ
ン
会
場
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
神
戸
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
ー

ル
」
で
行
わ
れ
た
「
海
の
総
合
展
」
に

船
舶
整
備
共
有
船
主
協
会
と
共
同
で

出
展
し
ま
し
た
。

　
「
海
の
総
合
展
」
は
、「
海
フ
ェ
ス
タ
神

戸
」
の
テ
ー
マ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
神

戸
の
文
化
・
産
業
の
礎
で
あ
る
と
と
も

海フェスタ神戸「海の総合展」への出展

海フェスタ神戸「海の総合展」会場出展ブース

03

神戸市消防音楽隊による「海王丸」の入港セレモニーの様子
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 「あかね」と一緒に記念撮影

ピタゴラスイッチに興味津々の子どもたち

来場者でにぎわうブースの様子

に
、
国
民
生
活
や
産
業
基
盤
を
支
え
て

き
た
神
戸
港
を
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
で

紹
介
し
、
楽
し
み
な
が
ら
体
験
し
て
学

ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
海
の
総
合

展
」
に
当
機
構
と
し
て
は
、
平
成
21
年

の
横
浜
、
平
成
24
年
の
尾
道
に
続
く
３

回
目
の
出
展
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
機
構
の
ブ
ー
ス
で
は
、
パ
ネ
ル
に

よ
る
船
舶
共
有
建
造
制
度
な
ど
の
紹

介
を
行
っ
た
ほ
か
、
特
に
今
回
は
子
ど

「浮かべて楽しい船の工作体験教室」の様子

も
や
一
般
の
方
々
に
認
知
度
の
低
い
内

航
船
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
船

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
新

た
な
目
的
と
し
て
、「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
イ
ッ

チ
」
装
置
を
活
用
し
た
内
航
船
の
役

割
の
ク
イ
ズ
形
式
で
の
紹
介
、
佐
渡
汽

船
株
式
会
社
と
の
共
有
船
「
あ
か
ね
」

の
船
舶
模
型
の
展
示
、
小
学
生
以
下

を
対
象
と
し
た
「
浮
か
べ
て
楽
し
い
船

の
工
作
体
験
教
室
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
イ
ッ
チ
」

装
置
を
活
用
し
た
内
航
船
の
役
割
の

紹
介
と
共
有
船
「
あ
か
ね
」
の
船
舶

模
型
の
展
示
は
来
場
者
の
関
心
が
高

く
、「
内
航
船
が
生
活
に
密
着
し
て
お

り
、
必
要
不
可
欠
な
存
在
だ
と
わ
か
っ

た
」、「
内
航
船
に
つ
い
て
全
く
知
ら
な

か
っ
た
の
で
勉
強
に
な
っ
た
」
と
い
っ

た
声
を
頂
く
な
ど
、
子
ど
も
や
一
般
の

方
々
に
「
内
航
船
」
の
Ｐ
Ｒ
が
図
れ
た

様
子
で
し
た
。

　
「
海
の
総
合
展
」
の
開
催
期
間
中

は
、「
海
の
日
」、
そ
し
て
神
戸
市
内
の

幼
稚
園
や
小
学
校
の
夏
休
み
が
重
な

り
、
連
日
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
で

に
ぎ
わ
っ
た
ほ
か
、
老
若
男
女
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
々
に
来
場
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、「
海
の
総
合
展
」
の
最
終
入
場
者

は
２
万
３
０
０
０
人
超
と
な
り
、
多
く

の
方
々
に
内
航
船
や
鉄
道
・
運
輸
機
構

の
業
務
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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平成29年5月に機構では新しい共有船3隻が竣工致しました。
各船とも、国の運輸政策でもある環境にやさしい船舶や物流効率化に寄与する船舶となっており、

地域の交通と日本の物流を支えています。

竣工船の紹介

●旅客船assenger Ship

［ 鷹
たか

巣
す

 ］
平成29年 5月 30日（火）、広島県尾道市の瀬
戸内クラフト株式会社において竣工した長崎汽
船株式会社との共有旅客船。

■ 総トン数：124トン　
■ 船　　種：高速船　
■ 旅客定員：150名
■ 政策目的：離島航路に就航する船舶
■ 航　　路：長崎～伊王島～高島

P

●貨物船argo Ship

［ 神
かみきたまる

北丸 ］
平成29年 5月 26日（金）、愛媛県今治市の株
式会社新来島どっく大西工場において竣工した
北星海運株式会社との共有貨物船。

■ 総トン数：12,430 トン　　
■ 船　　種：ロールオン・ロールオフ型
　　　　　　 一般貨物船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：巻取紙、雑貨、車両等

C

●貨物船argo Ship

［ 長
ちょううんまる

運丸 ］
平成29年 5月 30日（火）、愛媛県今治市の山
中造船株式会社において竣工した有限会社青﨑
海運との共有貨物船。

■ 総トン数：396トン　
■ 船　　種：貨物船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：ソーダ灰等

C
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「鉄道・運輸機構だより」に関するアンケートのお願い

※個人情報の保護について：個人情報につきましてはより良い「鉄道・運輸機構だより」作成のための参考とし、他の目的には使用しません。

お名前 歳年齢貴社名

▼ご協力ありがとうございました。もし差し支えなければ、以下にもご記入ください。

▶FAX番号  ０４５-２２２-９０８９    ▶ホームページ http://www.jrtt.go.jp/

【問い合わせ先】 鉄道・運輸機構総務部広報課　電話：045-222-9101

今後とりあげてほしいテーマをお聞かせください。（200字程度）3

全般についてのご意見・ご要望などをお聞かせください。（200字程度）4

上記Ｑ１で選んだ回答に対するそれぞれの理由をお聞かせください。〔必須〕（200字程度）2

今季号で面白かった・興味を持った記事を3つあげてください。〔必須〕1
□ 巻頭言
□ 特集 共有船レポート
    四国と九州を結ぶ海道輸送の担い手、宇和島運輸の 「あかつき丸」
□ CLOSE UP  平成２8年度の業務実績評価と第３期中期目標期間の
　 評価（見込評価）について
□ WORKING REPORT　北海道新幹線建設局 北斗鉄道建設所

□ 寄稿　～地方鉄道を訪ねて～「山形鉄道」
▼ TOPICS

□ 第18回「鉄道のある風景写真コンテスト」
□ 「打ち水大作戦２０１７＠よこはま」への参加
□ 海フェスタ神戸「海の総合展」への出展
□ 竣工船の紹介

いつも「鉄道・運輸機構だより」をご愛読いただきありがとうございます。
今後の編集の参考とさせていただきますので、本誌に関するアンケートにご協力ください。 

下記の項目にご記入の上、FAXで送信いただくか、またはホームページの広報誌「アンケート調査票」フォームに入力してください。

「
鉄
道・運
輸
機
構
だ
よ
り
」秋
季
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

▼
よ
う
や
く
長
雨
と
う
だ
る
よ
う
な
猛
暑
が
終
わ
り
、
さ

わ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
10
月
に
入
っ
て

も
残
暑
が
厳
し
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は

秋
め
い
て
過
ご
し
や
す
い
日
々
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
本
年
10
月
1
日
で
鉄
道
・
運
輸
機
構
は
、
お
か
げ
さ
ま

を
も
ち
ま
し
て
、
創
立
14
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
読
者
の
皆
様
や
関
係
機
関
等
の

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
の
賜
物
と
、
こ
の
場
を
借
り
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
本
号
の
「
特
集
」
は
、
愛
媛
県
八
幡
浜
と
大
分
県
別
府

を
結
ぶ
共
有
船
「
あ
か
つ
き
丸
」
に
乗
船
し
て
の
現
地
リ

ポ
ー
ト
で
す
。

　
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
は
、
当
機
構
の
平
成
28
年
度
の
業

務
実
績
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
で
す
が
、
評
価
項
目
の
う

ち
、
北
海
道
新
幹
線
等
の
鉄
道
建
設
お
よ
び
船
舶
共
有
建

造
業
務
に
お
け
る
財
務
内
容
の
改
善
が
目
標
を
上
回
り
成

果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
の
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
ワ
ー
キ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
国
内
最
長
の
鉄
道
陸
上

ト
ン
ネ
ル
と
な
る
北
海
道
新
幹
線
村
山
ト
ン
ネ
ル
の
本
坑

掘
削
を
開
始
し
た
北
海
道
新
幹
線
建
設
局
北
斗
鉄
道
建
設

所
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。「
今
3
時
間
半
か
か
る
新
函
館

北
斗
・
札
幌
間
が
、
新
幹
線
な
ら
1
時
間
13
分
に
な
り
ま

す
。
北
海
道
の
交
通
は
新
幹
線
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る

と
思
い
ま
す
」
と
の
所
長
の
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
す
。

　
「
地
方
鉄
道
を
訪
ね
て
」
は
、
山
形
県
の
山
形
鉄
道
フ
ラ

ワ
ー
長
井
線
の
紹
介
ル
ポ
で
す
。

　
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
で
は
、
第
18
回
「
鉄
道
の
あ
る
風
景
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞・入
選
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
3
9
3
名
の
方
か
ら
1
1
2
2
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
多
数
の
応
募
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

▼
我
々
広
報
課
一
同
、「
鉄
道
・
運
輸
機
構
だ
よ
り
」
の
内

容
を
、
皆
様
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
興
味
深
い
も
の
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
本
欄
上
の
「
ア
ン
ケ
ー

ト
」
等
を
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
、
皆
様
の
ご
意
見
・
ご

要
望
を
お
聞
か
せ
願
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。   （
広
報
課
長
）　

編

集

後

記
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